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復習＝「らくらくノート」活用
で学んだことを定着させる

福岡県行橋市の先生

１　はじめに

　復習は，学んだことを定着させる最善の方

法です。授業で学んだことをくり返し復習し，

しっかりと身につけていくためのトレーニン

グがドリル学習です。

　そこで，学び方がわかるノート作り，「考

える」ことに重点を置いたノート作りが大事

です。ノートの使い方が異なってくると，定

着させたい内容をなかなか定着させることが

できないことが多くなってきます。だからこ

そ「らくらくノート」を有効に活用したいと

考えました。

２　復習型ドリル学習

　学習したことをその日のうちに復習する，

即日復習が大事です。そこで，「くりかえし

計算ドリル」でほんの少し復習します。「ほ

んの少し」が，その日に学習したことをしっ

かり思い出させ，記憶に残してくれます。こ

れを毎日続けると，効果大です。

　「最低限これだけは…」というものをドリ

ルで学習することにより，授業で学習したこ

との定着を図るのに役立ちました。もちろん

「らくらくノート」を使います。今日の授業
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がよくわかったかどうか，授業中に気づいた

ことを忘れていないかどうか，その日のうち

に書き込むことで，子どもたち自身で振り返

ることができました。

　問題を解いたら，その都度，赤ペンを使っ

て丸つけをします。間違いの原因分析を必ず

することで，わからないところをはっきりと

させておきます。間違いを直したり，気がつ

いたことを書いたりもします。ただドリルを

するだけでなく，自分なりにまとめる欄もあ

り，とても効果的です。

３　授業ノートと
     「らくらくノート」のドッキング

　「小数のわり算」を例にあげて述べると，

「21÷0.3」のように，わる数が小数である

商は，わられる数より答えが大きくなります。

この場合は，子どもの頭の中の様子を書き表

すことが大事です。計算の途中の部分こそ「考

えた」部分であり，基本を身につけるために

は最も必要な部分です。「らくらくノート」は，

その「考えた」部分を書き表しやすくなって

います。そして，その書き方が授業ノートに

書く場合にも生かされます。子どもの思考の

流れをはっきり書く習慣が身につくのです。

　日ごろから授業ノートの取り方を細部にわ

たって指導しています。「らくらくノート」

を使って，ノートの書き方を説明するとわか

りやすいことが多いです。

　以上のように「らくらくノート」は，授業

ノートと結びつき，わからないことやわかっ

たことをはっきりと確かめることができます。

また，以前学習したことと比べて見る場合で

も，見やすく・わかりやすいのです。
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４　「らくらくノート」と
　　自主学習

　毎日の自主学習では，算数の復習をする子

どもが多いです。授業でしたことの定番を主

とする家庭学習では，授業中に比べ，時間が

十分に取れます。「やらされるドリル学習」

ではなく，もっと練習すれば「できた」が実

感できる「おもしろさを味わえるドリル学習」

になっています。「進んでするドリル学習」

は自主学習のメニューの中によく取り入れて

います（ドリル自学）。その際に，「らくらく

ノート」の書き方が必ず役立っています。

　ドリル自学がうまくできない子どもは，「ら

くらくノート」の書き方のまねをし，数字が

マスからはみ出さないように小さく丁寧に書

いたり，途中の計算も必ず書いたり，一問一

問に番号をつけたりなど，見やすく・わかり

やすい自学ノートになってきました。子ども

自身の思考の様子がとてもよくわかります。

「計算ドリルをするページを自分で決める」「自

分で採点する」「間違いはもちろん直す」裁量

を子どもに付与することで，ドリル学習が変

わってきたのです。自分の力を伸ばすために

ドリルをやるんだ，という気持ちが高まって

きました。
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５　終わりに

　「くりかえし計算ドリル」を使って，子ど

もたちは，何度も何度も練習しています。「ら

くらくノート」を参考にし，自分自身がわか

りやすく工夫したノート作りになっています。

また，授業中に十分書けなかった自分の考え

を詳しく書いたり，感想やわかったことを書

き込んだり，自ら進んで楽しんで学習してい

ます。

　以上のように，復習のための「らくらくノー

ト」活用が拡がりを見せています。

（22年度までの教材を使った実践例です。）


